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みんながんばった !運動会

まちのデータ（2013.10.1現在）
人　口 79,989（－ 58）
　男 39,668（－ 27）
　女 40,321（－ 31）
世帯数 32,506（－ 14）
（　）内は前月との比較

ぼくも、運動会やスポ
レクフェスタに遊びに
行ったよ。スポーツの
秋を満喫♪

表紙写真：９月28日に行われた中央小学校運動会。（写真：左上・
右下）当日は晴天に恵まれ、赤・黄・青の３チームによる熱戦が
繰り広げられました。10月５日に行われたいずみ保育所運動会。
（写真：右上・左下２枚）あいにくの雨模様のため、本庄西小学
校体育館での開催となりましたが、園児たちはかけっこやおゆう
ぎでかわいい姿を見せてくれました。
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※市内には上表以外にもＡＥＤ設置場所があります。詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

施 設 名 称 設　置　場　所 住　　所
仁手小学校 職員室 仁手618
仁手公民館 １階ロビー 仁手665-1
本庄市社会福祉協議会 １階入口 久々宇318-1
藤田小学校 職員室 牧西1171
藤田公民館 １階事務室横 牧西1210-3
藤田保育所 事務室 牧西30
本庄公民館 玄関ホール 東台5-2-33
本庄東小学校 １階職員室 日の出1-2-1
日の出児童センター 事務室 日の出2-5-56
本庄東公民館 １階ロビー 日の出2-8-28
本庄東中学校 職員室入口 日の出4-2-45
寿学童保育室 保育室 寿2-4-24
中央公民館 １階事務室横 北堀1422
市民文化会館 １階ホール 北堀1422-3
北泉小学校 職員玄関事務室受付窓口内側 北堀1871-1
本庄総合公園市民球場 事務所入口 北堀433
シルクドーム １階受付窓口 北堀433
北泉公民館 １階事務室前 栗崎99-1
本庄南公民館 １階事務室横 今井377-2
いまい台交流センター １階受付横 いまい台2-43
コミュニティセンター １階事務室内 駅南1-13-12
インフォメーションセンター インフォメーションコーナー受付横 駅南2-1-4
中央小学校 職員室窓側 緑1-16-1
本庄南中学校 職員室 緑3-13-1
本庄南小学校 職員室南出窓 栄3-6-24
前原児童センター 事務室 前原1-4-13
本庄市役所 １階市民ホール（夜間・休日は１階警備員室）本庄3-5-3
歴史民俗資料館 １階受付横 中央1-2-3
水道庁舎 事務室１階受付横 千代田3-4-5
図書館本館 １階カウンター 千代田4-1-9
本庄西中学校 職員室窓側出入口 千代田4-3-1
本庄西小学校 南側校舎職員室 千代田4-3-2
本庄西公民館 １階談話コーナー 小島1-10-4
いずみ保育所 事務室 小島5-5-45
若泉運動公園武道館 事務所入口横 小島6-11-14
勤労青少年ホーム １階受付横 小島南1-8-2
市民体育館 受付カウンター内側 小島南1-8-3
本庄市保健センター １階受付横 小島南2-4-12
障害福祉センター 中央トイレ前 小島南2-4-9
あさひ多目的研修センター １階正面出入口脇 沼和田1005
老人福祉センターつきみ荘 １階事務室 沼和田127-1
旭公民館 １階ロビー 都島238-1
旭小学校 職員室 都島78
共和小学校 保健室 児玉町蛭川895-1
共和公民館 １階入口左側 児玉町蛭川915-5
児玉公民館別館 玄関ホール 児玉町児玉1352-1
児玉小学校 職員室 児玉町児玉1355
久美塚保育所 事務室 児玉町児玉2351-1
児玉公民館 １階入口左側 児玉町児玉2510-1
児玉保健センター １階受付横 児玉町児玉391
秋平保育所 事務室 児玉町秋山2527-1
秋平小学校 職員室南窓側 児玉町秋山2531
本庄市観光農業センター １階正面カウンター脇 児玉町小平653
金屋小学校 職員室 児玉町金屋1116
金屋保育所 事務室 児玉町金屋1173
児玉中央公民館 １階入口左側 児玉町金屋728-2
エコーピア １階受付窓口 児玉町金屋753-1
児玉総合支所（仮庁舎）２階市民福祉課ロビー 児玉町八幡山368
児玉中学校 職員室 児玉町八幡山438
塙保己一記念館 事務室 児玉町八幡山446
ふれあいの里いずみ亭 １階正面出入口脇 児玉町河内209-1
本泉小学校 １階職員室受付横 児玉町河内660

■市内公共施設のＡＥＤ設置場所（郵便番号順に掲載）
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す
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ご
確
認
く
だ
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呼吸を
みる

ただちに胸骨圧迫を開始!
両手を重ね、
胸の真ん中を強く、
はやく、絶え間なく!

倒れている人がいたら、
肩を軽くたたきながら、
大声で呼びかける。反応が
ないときは、119番とAED!

あっ!

呼吸あり

胸骨圧迫（心臓マッサージ）

人工呼吸ができる場合は、
気道確保して胸骨圧迫と
人工呼吸を30：2で

普段どおりの呼吸が
あるときや、人工呼吸をする
ときは、気道確保を行う。

心臓に電気ショックを与える「除細動」は、
AEDを使えば誰でもできる手当です。

Circulation

Defibrillation

気道確保Airway

A

B D

※窒息、溺水、小児の心停止などの場合は、人工呼吸を
　組み合わせることが望ましいとされています。

C
呼吸なし又は
途切れ途切れ

人工呼吸（省略可能）
Breathing AEDが到着

したら、
電気ショック。
患者から
離れて。

救急隊に引継ぐまで、
続けてください。

除細動

　（社）日本医師会製作 　「大切ないのちを救う心配蘇生法ＡＢＣ+Ｄ」（ＡＢＣＤカード）から転載

ここを
　クリック
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　市では、本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業の進捗に合わせ、住居表示整備事業を進めてきました。
　11月５日㈫から新しい町名が誕生し、住所も街区方式により新たに表示（下の図参照）されます。
　これにより、従来の地番による複雑な住所が解消され、配達物や救急車両の到着がスムーズになるなど、住
環境の向上が見込まれます。住居表示が実施されることで、「自治会等が変わってしまうのでは？」と心配す
る声も聞かれますが、自治会や通学区などの区域に変更はありません。
　なお、区域内にお住まいの人は、市が職権で変更する住民登録などを除き、個人の契約等で住所変更の手
続きが必要になる場合があります。配布したパンフレット「新しい住居表示のご案内」をご覧のうえ、手続
をお願いします。 ★危機管理課☎㉕１１８４

11月５日から新しい町名が誕生します

　住居表示区域内で建物の新築等が行われた場合、
その住所を決定するためには「住居番号の付定」が
必要です。「本庄市早稲田の杜●丁目」を含む市内全
ての住居表示区域内で、建物の新築・改築等をする
人は、市民課（市役所１階）で「住居番号付定申請」
の手続きをお願いします。
＊お問い合わせは下記へ
★市民課☎㉕１１１３

～住居表示区域内にお住まいの人へ～

第８次住居表示整備事業 「本庄市早稲田の杜１丁目～５丁目」

第８次住居表示街区割図
※各街区内の数値は「街区番号」です。

早稲田の杜３丁目 　新しい郵便番号住所は、
次のようになります。
◎郵便番号
　　３６７―００３０
◎住所の表示（住居表示）

　例：北泉公民館

　本庄市

　　早稲田の杜５丁目

　　　　　12番 29号

町名

住居番号

街区番号

●本庄駅

●本庄早稲田駅

国道
462号線

関越道
国道
17号線

JR高崎線

JR上越新幹線

本庄駅

本庄
　早稲田駅

国道
462号線

関越道
国道
254号線

県道秩父児玉線
環状一号線

JR八高線

児玉駅

児玉地域：県道秩父児玉線・環状一号線以南

水道管の漏水調査を実施します

本庄地域：ＪＲ高崎線以南

調 査 区 域調 査 区 域

次のことは行っていませんのでご注意ください

　漏水の早期発見を目的とした漏水調査を実施します。
　水道本管からメーターまでの漏水の有無を確認する調査のため、身分証明書及び腕章を携帯した調査員が宅地
内に入りますので、ご協力をお願いします。 ★水道課☎㉒２１５１

N

N

早稲田の杜１丁目

早稲田の杜２丁目

機器を使って
調査します

漏水の音を聞いて
調査します

道路上での調査 メーターの調査

水道メーター

水 道 管 調　査　範　囲
（本管からメーターまで）

～このような調査を行います～

早稲田の杜５丁目

早稲田の杜４丁目

期 間　11月15日㈮～12月20日㈮頃まで（土・日・
休日を除く）
時間　午前９時～午後５時
調査区域
　本庄地域　ＪＲ高崎線以南
　児玉地域　県道秩父児玉線・環状一号線以南
費用　無料
調 査会社　㈱東北漏水関東営業所☎０４８―７２
９―０２７２
※漏水を発見した場合にはお知らせ用紙を入れさ
せていただきます。調査は簡易なため、ご不在で
も差し支えありません。

○浄水器の斡旋・販売などを行うこと
○水質検査を行い、費用を請求すること
○ 「敷地内の水道管（給水管）は老朽化している
ので配管替えが必要｣などと説明し、工事の契
約などを行うこと
○ 敷地内及び家屋内の水道管の洗浄を行い、費用
を請求すること
＊お問い合わせは水道課へ

●
北泉公民館
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　　受給資格期間を満たしていない場合は、ど
うしたらいいですか？
　　60歳に達した時の納付期間などの合計では
受給権を得ることができない場合は、「高齢任意
加入」という制度があります。
　受給権を得るだけでなく、20歳から60歳まで
の間に未納期間などがあり、将来受け取る年金を
満額に近付けたい人にもおすすめです。
　任意加入制度での保険料免除は受けられません
ので注意してください。

老齢基礎年金素朴な疑問Q&A
Q

A

　　年金をもらうには、どのような手続きが必
要ですか？
　　年金を受給するには、「裁定請求」をしなけ
ればなりません。
　請求先は、
・ 第１号被保険者(自営業・学生など）の期間の
みの人は市民課年金保険係（市役所１階）・市
民福祉課市民係（総合支所仮庁舎）
・ 厚生年金や共済組合に加入したことがある人や
第３号被保険者（厚生年金被保険者・共済組合
などの組合員の被扶養配偶者）期間がある人は、
熊谷年金事務所又は各共済組合です。

Q

A

国民年金Q＆A国民年金Q＆A
＊ 国民年金についてのご相談・お問
い合せは下記へ
★市民課年金保険係☎㉕１１１４
★市民福祉課市民係☎72１３３３
★熊谷年金事務所☎０４８－５２２－
　５０１２
※相談時には、基礎年金番号が必要となり
ますので、年金手帳は大切に保管してくだ
さい。

11月は「ねんきん月間」です　　年金受給者が亡くなりました。どうしたら
いいですか？
　　国民年金のみを受給していた場合は、市役所
又は熊谷年金事務所で受給権者死亡届と未支給年
金請求の届出が必要です。なお、未支給年金の請
求者は、亡くなった人と生計を共にしていた親族
です。該当者がいない場合は、死亡届のみ手続き
してください。
　厚生年金、共済年金を受給していた人は、熊谷
年金事務所、各共済組合での手続きとなります。

Q

A

　　「国民年金保険料の納付可能期間延長のお
しらせ」が届きました。このおしらせはどの
ようなものですか？
　　平成24年10月１日から３年間に限って、国
民年金保険料の納付可能な期間が２年間から10
年間に延長（後納制度）されました。そのため、
過去10年間に保険料の未納期間がある人や国民
年金の未加入期間がある人を対象に、後納制度の
内容と保険料の納付可能な期間について、ご案内
しています。保険料の納付を希望する場合は、年
金事務所で申請してください。

Q

A 　　65歳より前に老齢基礎年金を受け取るこ
とができますか？
　　希望すれば、60歳から減額された年金を受
け取ることもできます。
　ただし、万が一障害者になった場合、障害基礎
年金を請求できないなどのデメリットがあります
ので、請求する際にはご注意ください。

Q

A

　国民年金は、生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障です。
　普段、年金などについて考える機会はなかなかないと思いますが、身
近な相談事例をQ＆Aでまとめて掲載しましたので、ぜひご一読ください。

　　受け取る年金額を増やす方法はありますか？
　　お得な「付加年金」があります。
　国民年金の第１号被保険者で、毎月の国民年金
保険料に月額４００円の付加保険料を上乗せして
納めることで、将来、老齢基礎年金と併せて付加
年金を受給することができます。付加年金の受給
金額は、付加年金を納めた月数に２００円を乗じ
た金額です。
（例）付加保険料を１年間納めた場合
　　 ４００円×１年（12月）=４，８００円
　　 １年間に受け取る付加年金額
　　 ２００円×１年（12月）=２，４００円
※２年受給すると支払った分の元が取れ、３年目
以降もずっと受給することができます。なお、国
民年金基金加入者は加入できません。

Q
A

　　年金を受給している者ですが、住所を変更
しました。どうしたらいいですか？
　　住民票の住所変更とは別に、年金の住所変更
の届出が必要です。住所変更用紙は、市役所及び
年金事務所（共済年金の人は、各共済組合）にあ
ります。

Q

A

　　私は年金を受け取れるのでしょうか？
　　老齢基礎年金は、国民年金・厚生年金・共済
年金を納付した期間、保険料免除期間・学生特例
及び若年者納付猶予期間が、原則として25年（３
００月）以上ある人に、65歳から支給されます。
　納付又は免除された期間が25年に満たなくて
も、合算対象期間（カラ期間）を合わせて25年
以上になれば、老齢基礎年金が支給されます。
　合算対象期間（カラ期間）とは、厚生年金等の
加入者の配偶者が昭和61年３月以前に任意加入
しなかった期間や、海外に住んでいて任意加入し
なかった期間などです。

Q
A

　　年金手帳を紛失してしまいましたが、どう
したらいいですか？
　　再交付ができます。第１号被保険者の人は、
市役所又は熊谷年金事務所で手続きしてください。
　第２号被保険者及び第３号被保険者の人は、勤
務先での手続きになります。

Q

A

老齢基礎年金（年額）　７７８，５００円
※20歳から60歳まで40年間、保険料をすべて
納付した場合の年金額です。

　　妻が国民年金第３号被保険者に該当になり
ましたが、市役所に届出は必要ですか？
　　夫の勤務する会社の事業主経由で管轄の年金
事務所に届出をしてください。
　逆に、扶養からはずれるなどで３号被保険者か
ら１号被保険者に種別変更した時は、市役所に届
出が必要です。

Q

A

障害基礎年金Q&A
　　障害基礎年金はどのようなときに受けられ
ますか？
　　国民年金に加入している間にかかった病気や
ケガがもとで一定以上の障害が残り、障害の年金
を受けられる保険料の納付要件を満たしていると
きは、障害基礎年金を受けることができます。

Q

A

　　障害年金受給資格の条件の中に「初診日」とありますが、よく分からないので教えてください。
　　障害年金の「初診日」とは、申請する傷病のきっかけとなった症状に関して、初めて診察を受けた日
を指します。
　障害年金の申請では、初診日がいつなのかが重要です。初診日により、納付要件の確認をしたり、手続
きの場所が年金事務所になるか、市役所になるか変わってきます。

Q
A

　　子どもの頃から障害があります。障害基礎年金
を受けることができますか？
　　障害基礎年金は、国民年金に加入している間
にかかった病気やケガだけでなく、子どもの頃の
病気やケガがもとで一定以上の障害が残った人も
20歳になれば障害基礎年金を受給できます。

Q

A

　平成25年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付した人には、「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構から送付されます。年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書
を添付してください。
　また、10月１日から12月31日までの間に今年初めて国民年金保険料を納付した人には、来年の２月上旬に
送付されます。
　なお、家族分の国民年金保険料を納付した場合も、本人の社会保険料控除に加えることができますので、家
族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についての照会は、控除証明書のはがきに表示されている年金
事務所へお問い合わせください。
★控除証明専用ダイヤル☎０５７０―０７０―１１７、ＩＰ電話の場合は☎０３―６７００―１１３０

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が郵送されますので、
年末調整・確定申告まで大切に保管してください

平成25年10月分からの受給額
障害基礎年金（年額）　１級　９７３，１００円
　　　　　　　　　　　２級　７８８，５００円
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本庄市人事行政の運営等の状況を公表します
　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成24年度の市職員の採用・退職・給与などの状況について、次のとおり
公表します。なお、詳しい情報は市ホームページをご覧ください。※特に記述のないものは、平成24年４月１日現在の状況
です。 ★行政管理課☎㉕１１６０

⑴　採用の状況（平成24年度）
事務職 技術職 合計

採用者数計 32（14）人 5（2）人 37（16）人
泫　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。
⑵　退職の状況（平成24年度）

泫　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

事務職 技術職 技能労務職 合計
定年退職 12（3）人 4（0）人 1（1）人 17（4）人
勧奨退職 　4（1）人 5（4）人 0（0）人 　9（5）人
自己都合退職 　4（0）人 0（0）人 0（0）人 　4（0）人
その他（死亡､免職､失職） 　0（0）人 0（0）人 2（0）人 　2（0）人

計 20（4）人 9（4）人 3（1）人 32（9）人

⑶　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）
区 分

部 門
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由平成23年 平成24年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
労　働
農林水産
商　工
土　木

6人
124人
46人
103人
31人
2人
14人
5人
68人

6人
130人
46人
99人
33人
2人
13人
6人
72人

0人
6人
0人

－4人
2人
0人

－1人
1人
4人

組織・機構の改革に伴う事務事業の移管

組織・機構の改革に伴う事務事業の移管
エコタウン事業推進のための組織の新設

業務分担の見直しに伴う部門間の異動
業務分担の見直しに伴う部門間の異動
空き家対策及び新都心地区の整備に
関する取り組み強化

計 399人 407人 8人
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 51.90人
（類似団体人口1万人当たり職員数

 60.37人）
教育部門 63人 60人 －3人 組織・機構の改革に伴う事務事業の統合
消防部門 ― ― ―

小 計 462人 467人 5人
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 59.55人
（類似団体人口1万人当たり職員数

 79.34人）
　

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　道
下水道
その他

15人
14人
31人

16人
15人
30人

1人
1人

－1人

職員配置の見直し
公営企業法適用化に向けた体制強化
組織・機構の改革に伴う事務事業
の移管

小 計 60人 61人 1人

合 計 522人
［620人］

528人
［620人］

6人
［ 0人］

〈参考〉
人口1万人当たり職員数 67.33人

泫１　職員数は、教育長を含む一般職に属する職員数です。
　２　［　　］内は、条例定数の合計です。
　３　 類似団体とは「類似団体別職員数の状況」（総務省調べ）において、

本庄市と人口規模、産業構造が類似している団体を指しています。

⑴　人件費の状況（平成24年度　普通会計（※1）決算）
住民基本
台帳人口

（平成24年度末）
歳 出 額
Ａ 実質収支 人 件 費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考） 
平成23年度
の人件費率

人
78,086

千円
25,341,922

千円
1,983,630

千円
4,025,385

％
 15.9

％
15.1

泫　 人件費とは、常勤の職員に対する給料、職員手当及び共済費、非常勤特
別職の職員に対する報酬、社会保険料等をいいます。

⑵　職員給与費の状況（平成24年度　普通会計（※1）決算）

職員数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費
一人当た
り給与費 
Ｂ／Ａ

（参考）
類似団
体平均
1人当た
り給与費

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手当

計 
Ｂ

人
466

千円
1,805,231

千円
225,491

千円
646,728

千円
2,677,450

千円
5,746

千円
5,886

泫１　 この表では、普通会計決算統計の給与費とは異なり、常勤の一般職の
職員に支給する給料及び職員手当（退職手当を除く）の実支給額を表
しています。

　２　  職員数は、教育長を除いた普通会計に属する一般職の人数です。

⑶　平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
一般行政職（※2） 

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

本庄市 42.8歳 330,000円 375,826円 360,071円
埼玉県 43.8歳 349,468円 440,086円 396,263円

国 42.8歳 304,944円
（329,917）　 ― 372,906円

（401,789）　
類似団体 43.6歳 329,488円 386,019円 357,999円
泫１　 平均給与月額（国ベース）は、国家公務員の平均給与月額には、時間

外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較
のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

　２　 国欄における「平均給料月額」及び「平均給与月額（国ベース）」の括弧書
きは、給与改定特例法による措置がないとした場合の値（減額前）です。

⑷　初任給の状況
区　　分 本　庄　市 埼　玉　県 国

大　学　卒 178,800円 178,800円 163,987円
（172,200）　

高　校　卒 149,800円 144,500円 133,418円
（140,100）　

⑷　級別職員数の状況
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
７級 部長・局長・参事 　11人 2.7％
６級 課長・副参事 42人 10.2％
５級 課長補佐・主幹 78人 18.9％
４級 係長・主査 145人 35.1％
３級 主任・主事・技師 61人 14.8％
２級 主事・技師 41人 　　9.9％
１級 主事補・技師補 35人 　8.5％
泫 １　 本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２　 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 

⑹　特別職の報酬等の状況（平成24年度）
区　　　　　分 給　料　月　額　等

給
料

市  長
副 市 長

801,000円（890,000円）
718,200円（756,000円）泫1

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

425,000円　　　　　　
374,000円　　　　　　
353,000円　　　　　　

期
末
手
当

市   長
副 市 長

（平成23年度支給割合）
3.9 月分 泫2

議 長
副 議 長
議 員

（平成23年度支給割合）
3.9 月分

泫１　 給料について、市長は10％、副市長は5％の減額措置を行っています。
給料の欄の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

　２　 期末手当について、市長は20％、副市長は10％の減額措置を行って
います。

（※1） 普通会計とは
　　　 一般会計、特別会計等の各会計で経理する事業の範囲が、各自治体

で異なっているため、統一的な基準で整理して比較できるようにし
た統計上の会計区分をいいます。

用語の説明

⑸　期末・勤勉手当の支給割合（平成24年度）
区　　分 ６月期 12月期 合計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分
勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分

平
成
26
年
度　

保
育
園
入
園
児
童
の
受
付
を
始
め
ま
す

　

入
園
申
し
込
み
の
際
は
、
必
ず

希
望
す
る
保
育
園
を
見
学
し
た
う

え
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

11
月
15
日
㈮
〜
12
月
16
日
㈪

（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

受
付
窓
口

・
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
㉕
１
１
２
８

・
市
民
福
祉
課
（
児
玉
総
合
支
所

仮
庁
舎
）
☎
72
１
３
３
３

※
申
し
込
み
用
紙
は
受
付
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

入
園
資
格

　

児
童
の
保
護
者
及
び
同
居
の
親

族
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に

よ
り
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合

①
昼
間
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い

る
場
合

②
昼
間
家
庭
で
児
童
と
離
れ
、
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
（
内
職

を
含
む
）
を
し
て
い
る
場
合

③
母
親
が
妊
娠
中
、
又
は
出
産
後

で
保
育
で
き
な
い
場
合
（
産
前
、

産
後
２
か
月
ま
で
の
期
間
）

④
病
気
・
心
身
障
害
な
ど
に
よ
り

保
育
で
き
な
い
場
合

⑤
家
庭
に
、
長
期
に
わ
た
る
病
人

や
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、
看

護
を
す
る
た
め
保
育
で
き
な
い

場
合

⑥
火
災
そ
の
他
の
災
害
復
旧
の
た

め
保
育
で
き
な
い
場
合

⑦
①
〜
⑥
に
類
す
る
状
態
で
あ
る

と
市
長
が
認
め
た
場
合

入
園
の
決
定

　

２
月
中
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
通

知
し
ま
す
。（
入
園
の
判
定
は
、
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
定
員
等
の
関
係
で
、
希
望
す
る

保
育
園
に
入
園
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
第
２
・
第
３
希
望
の

保
育
園
も
申
し
込
み
用
紙
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
料
の
決
定

　

保
育
料
は
、
前
年
分
の
所
得
税

又
は
前
年
度
の
市
民
税
額
で
決
ま

り
ま
す
。
入
園
申
し
込
み
後
、
次

の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
料
は
３
月
下
旬
に
決
定
し
、

通
知
し
ま
す
。

提
出
書
類

　

 

平
成
25
年
分
所
得
税
額
が
分
か

る
書
類（
源
泉
徴
収
票
の
コ
ピ
ー

又
は
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー
）

※
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
に
本

庄
市
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
25

年
度
の
住
民
税
額
が
分
か
る
書
類

（
所
得
課
税
証
明
書
等
）
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
証

明
書
は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
現

在
の
住
所
地
の
住
民
税
担
当
課
で

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
税
額
の
分
か
る
書
類
が
未
提
出

の
場
合
、
一
定
期
間
、
最
高
額
の

保
育
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　　

次
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
直
接

各
保
育
園
（
所
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

一
時
預
か
り
事
業

　

い
ず
み
保
育
所
、
久
美
塚
保
育

所
、
共
和
梅
花
保
育
園
、
梅
花
保

育
園
、
北
泉
保
育
園
、
児
玉
保
育

園
、
西
光
保
育
園
、
西
光
第
二
保

育
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
急
用

等
で
一
時
的
に
子
ど
も
を
保
育
し

て
ほ
し
い
場
合
な
ど
に
利
用
で
き

ま
す
。

特
定
保
育
事
業

　

ほ
ほ
え
み
子
ど
も
の
国
保
育
園

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
等

で
決
ま
っ
た
日
時
の
み
保
育
を
必

要
と
す
る
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

い
ず
み
保
育
所
、
こ
ざ
く
ら
保

育
園
、
北
泉
保
育
園
、
児
玉
保
育

園
、
西
光
保
育
園
で
就
園
前
の
親

子
を
対
象
に
育
児
相
談
、
講
演
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

病
後
児
保
育
事
業

　

い
ず
み
保
育
所
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
病
気
の
回
復
期
の
児
童
で

集
団
保
育
が
困
難
な
場
合
、
保
育

所
に
付
設
さ
れ
た
専
用
の
保
育
室

で
一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。

保育園（所）名称 定員 所　在　地 電　話
市立いずみ保育所 90 小島5-5-45 ㉒４８９１
市 立 藤 田 保 育 所 60 牧西30 ㉔２８８６
市立久美塚保育所 90 児玉町児玉2351-1 72４３８６
市 立 金 屋 保 育 所 90 児玉町金屋1173 72１２３８
市 立 秋 平 保 育 所 60 児玉町秋山2527-1 72１１６７
共 和 梅 花 保 育 園 60 児玉町蛭川885 72０１０４
旭 保 育 園 90 駅南1-5-20 ㉒３３９８
本 庄 保 育 園 150 小島1-5-18 ㉒３９１３
こ ざ く ら 保 育 園 200 栄3-6-34 ㉒５８１２
若 草 保 育 園 90 仁手669-4 ㉑５００１
梅 花 保 育 園 90 見福1-2-7 ㉒４４７４
日 の 出 保 育 園 100 沼和田1020 ㉑５２６３
み ど り 保 育 園 90 寿3-10-30 ㉑５９５７
聖 徳 本 庄 保 育 園 60 栄2-10-14 ㉑４３６５
小 島 南 保 育 園 70 小島南3-1-5 ㉑５５４３
北 泉 保 育 園 120 西五十子620-1 ㉔２５７２
た ん ぽ ぽ 保 育 園 60 今井1328 ㉑９８９０
ほほえみ子どもの国保育園 35 緑2-15-5 ㉓１０１８
児 玉 保 育 園 170 児玉町児玉2448-1 72０１８６
西 光 保 育 園 70 児玉町塩谷85-1 72５１４７
西 光 第 二 保 育 園 70 児玉町吉田林447-6 72５４７３

保育園（所）一覧表

※いずみ保育所・久美塚保育所を除く市立保育所は民営化を計画して
います。秋平保育所 (名称変更予定)は平成26年度、藤田保育所は平成
27年度民営化予定です。

保
育
園（
所
）の
入
園
以
外

の
事
業

（※2） 一般行政職とは
　　　 国の指定統計調査である地方公務員給与実態調査等において、職種

を区分する際に用いられるもので、企業職、技能労務職、教育職等
を除いた職員をいいます。

泫　 国欄における括弧書きは、給与改定特例法による措置がないとした場合
の値（減額前）です。

１　職員の任免及び職員数に関する状況 ２　職員の給与の状況
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ストップ！滞納 ～11月から１月までは、滞納整理強化期間です～

　　どのような財産を差押えるのですか。
　 　給与、預貯金、生命保険、売掛金、不動産、自動車、動産（貴
金属類、腕時計、ハンドバック等）などの財産を差押えします。

　　税金を納めない場合の滞納処分とは、どのようなことですか。
　 　税金は、各納期内に納めていただくものですが、遅れると、
督促状や催告書が送られます。それでも納付がない場合は、
他の納税者との公平性を保つため、財産の差押えを実施しま
す。そして、差押えた財産を公売等によりお金に換えて、滞
納の税金にあてます。この一連の事務手続きを「滞納処分」
といいます。

★収納課☎㉕１１２０
　市民のみなさんから納めていただいた市税は、まちづくりや市民サービスの提供に活

い

かされています。
　ほとんどのみなさんは、この大切な市税（市県民税・固定資産税・都市計画税・軽自動車税・国民健康保
険税）を納期内に納めていただいていますが、一部には納税が遅れている人もいます。
　当市を含む県内の全市町村と埼玉県は「滞納整理強化期間」を設け、期間中は「ストップ！滞納」を合言
葉に徴収対策を重点的に進めます。市税が未納になっている人は、お早めに納付をお願いします。

差押えなどは相談せずに実施します

　納税の意思のない人に対しては、給与・預貯金・
生命保険・不動産・自動車などの財産の差押えを実
施します。この財産の差押えは、国税徴収法により
事前に相談することなく行います。
　また、財産調査を実施しても財産を発見すること
ができない場合は、滞納者の了解を得ることなく自
宅などを捜索する場合もあります。

★収納課☎㉕１１２０

　　 どのようにして、財産を調査する
のですか。

　 　各金融機関に対する預貯金の調査
や、勤め先への給与調査、取引先へ
の売掛金調査などを行います。

　　財産が発見できない場合はどうするのですか。
　 　各調査で財産が発見できない場合には、警察官等の立会い
のもと、複数の市
役所職員が自宅や
店舗などを訪れて
捜索を実施し、直
接財産を差押える
場合があります。

滞納処分についてお答えします

市税の納付は口座振替をご利用ください
　口座振替の手続きをすることで、金融機関が納税
者に代わり自動的に指定の預金口座から市税を納付
します。

手 続方法　市内の各金融機関にある口座振替申込書
に必要事項を記入し、直接金融機関の窓口へ提出
してください。

用意　通帳、届出印
※お申し込み日の翌月分以降のものから振り替えを開
始します。
※専用はがきによる口座振替の郵送手続きも行ってい
ます。専用はがきをご希望の人は、収納課へご連絡く
ださい。専用はがきによる手続きの場合は、お申し込
みの翌々月分の納期から口座振替が開始されますので
ご注意ください。

★収納課☎㉕１１８１

国民健康保険税は
社会保険料控除の対象になります

　年末調整や確定申告などの社会保険料控除として、
納付済みの国民健康保険税額が申告できます。
　領収書の紛失などで納付額が分からない人には、
納付額の記載された「国民健康保険税納付額確認書」
を交付しています。確認書が必要な人は、収納課（市
役所１階）までお越しください。

持 参するもの　運転免許証や健康保険証など本人確
認できるもの（窓口に来た人と、国民健康保険税
の納税義務者が同一世帯でない場合は、委任状も
必要です。）

※窓口へ来られない場合は、世帯主の住民登録地に郵
送することもできますので、収納課へご連絡ください。
※納付額は、電話での問い合わせではお答えできませ
んので、ご了承ください。

★収納課☎㉕１１８１

税   を   考   え   る   週   間

����������������
11月11日㈪～11月17日㈰

社会を支える税について、この機会に考えてみてはいかがでしょうか。
★本庄税務署総務課☎㉒２１１１（自動音声案内２）

本庄税務署では、平成25年分所得税の青色申告決算説明会及び年末調整説明会を開催します。
会場は駐車場が狭いため、なるべく公共交通機関をご利用ください。

●青色申告決算説明会

★本庄税務署法人課税部門☎㉒２１１２（ダイヤルイン）

青色申告決算説明会・年末調整説明会のお知らせ

対　象 日　程 時　間 会　場

営業所得・不動産所得を有する青色申告者 11月27日㈬
11月28日㈭

午前10時～正午 中央公民館
実習教室Ａ農業所得を有する青色申告者 午後２時～４時

●年末調整説明会
日　程 時　間 会　場

11月21日㈭
午前10時～正午、午後２時～４時 中央公民館

実習教室Ａ・Ｂ11月22日㈮

Q
A

Q

A

　

親
や
養
育
者
が
、
子
ど
も
の
心
や
体
を

傷
つ
け
、
健
や
か
な
成
長
や
人
格
の
形
成

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
い
い
ま

す
。「
し
つ
け
」と
思
っ
て
い
る
行
為
で
も
、

現
実
に
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る
行

為
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。

　

親
の
立
場
よ
り
も
、
子
ど
も
の
立
場
で

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に

は
、
次
の
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
体
を
激

し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

○
性
的
虐
待　

性
的
行
為
を
強
要
す
る
、

ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待　

子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け

る
よ
う
な
ひ
ど
い
こ
と
を
言
う
、
無
視
、

兄
弟
間
の
差
別
、
子
ど
も
の
目
の
前
で

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
）
を
行
う
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
）

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
な
ま

ま
に
す
る
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
病

院
に
連
れ
て
い
か
な
い
、
乳
幼
児
だ
け

残
し
て
外
出
す
る
な
ど

　

虐
待
は
家
庭
の
中
で
起
こ
る
こ
と
が
多

い
た
め
発
見
さ
れ
に
く
く
、
加
害
者
が
親

で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
は
逃
げ
た
り
救
い

を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。「
も

し
か
し
て
、
虐
待
？
」
と
思
っ
た
ら
、
左

記
の
相
談
連
絡
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
通
報
者
の
氏
名
な
ど
、
個
人
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
中
の
人
へ

・
ど
う
や
っ
て
子
育
て
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
で
悩
ん
で
い
る

・
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
に
い
つ

も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

・
つ
い
子
ど
も
を
叩
い
た
り
、
怒
鳴
っ
た

り
し
て
し
ま
う

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
子
育
て
の
悩
み
は
ひ
と
り
で
抱
え
こ

ま
ず
、
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
み
な
さ
ん
へ

・
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、
子

育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
３
０

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
児
童
虐
待　

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す
〜

児
童
虐
待
と
は

・
家
庭
児
童
相
談
室
（
子
育
て
支
援
課
内
）
☎
㉕
１
１
２
９

・
熊
谷
児
童
相
談
所
☎
０
４
８―

５
２
１―

４
１
５
２

・
埼
玉
県
休
日
夜
間
児
童
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
４
８―

７
７
９―

１
１
５
４

相談連絡先

み
ん
な
で
防
ぐ
児
童
虐
待

★本庄税務署個人課税部門☎㉒２１１４（ダイヤルイン）

Q
A

Q
A

債権差押の例示（銀行、生命保険、勤務先）

勤務先調査

不動産の差押から公売 動産のイメージ図

事務所･居宅の捜索
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実は…
特別徴収が普通！
普通徴収は例外！
（地方税法第321条の3、同法第321条の4）

1213

　

個
人
住
民
税
は
、
１
月
１
日
現

在
に
市
内
に
在
住
し
、
前
年
中
に

一
定
の
所
得
が
あ
る
人
に
か
か
る

税
金
で
す
。
特
別
徴
収
と
は
、
給

与
支
払
者
が
毎
月
の
給
与
か
ら
個

人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
従
業
員

に
代
わ
っ
て
市
町
村
に
納
入
す
る

制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、
速
や

か
に
特
別
徴
収
す
る
た
め
の
手
続

き
を
す
る
か
、
平
成
27
年
度
ま
で

に
は
円
滑
に
切
り
替
え
ら
れ
る
よ

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

埼
玉
県
が
決
定
す
る
次
の
都
市

計
画
の
変
更
に
あ
た
り
、
都
市
計

画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

案
の
縦
覧

①
本
庄
都
市
計
画

内
容　
「
本
庄
都
市
計
画
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針
」
及
び
「
本
庄
都
市

計
画
区
域
区
分
」
の
変
更
案

期
間　

11
月
22
日
㈮
〜
12
月
６
日

㈮
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

場
所　

市
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県

都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
本
庄
県

土
整
備
事
務
所

②
児
玉
都
市
計
画

内
容　
「
児
玉
都
市
計
画
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針
」
の
変
更
案

期
間　

11
月
22
日
㈮
〜
12
月
６
日

㈮
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

場
所　

市
都
市
計
画
課
、
美
里
町

建
設
環
境
課
、
神
川
町
建
設
課
、

上
里
町
ま
ち
整
備
環
境
課
、
埼

玉
県
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
本

庄
県
土
整
備
事
務
所

※
案
の
内
容
は
、
埼
玉
県
都
市
計

画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

pref.saitam
a.lg.jp/site/

toshikeikakunosintyoku/

）

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

う
に
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

対 

象　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務

の
あ
る
給
与
等
の
支
払
者

※
た
だ
し
、
左
表
の
例
外
を
除
く

事
業
主
の
事
務

① 

所
得
税
の
よ
う
に
税
額
の
計
算

や
年
末
調
整
を
す
る
手
間
が
要

り
ま
せ
ん
。

② 

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満
の
場

合
は
市
町
村
の
承
認
を
受
け
年

12
回
の
納
期
を
年
２
回
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト

① 

金
融
機
関
へ
納
税
に
出
向
く
手

間
が
省
け
ま
す
。

② 

従
業
員
が
納
税
通
知
書
で
納
付

す
る
場
合
（
普
通
徴
収
）
の
納

期
が
原
則
年
４
回
で
あ
る
の
に

対
し
、
特
別
徴
収
は
年
12
回
な

の
で
１
回
当
た
り
の
負
担
が
少

な
く
て
済
み
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
３

埼
玉
県
と
県
内
全
市
町
村
は

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

平
成
25
年
市
議
会
第
３
回
定
例
会

　

平
成
25
年
市
議
会
第
３
回
定
例

会
が
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
24
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
本
市
の
現
状
に

即
し
た
在
宅
医
療
、
在
宅
介
護
等

の
推
進
に
つ
い
て
協
議
す
る
、
本

庄
市
在
宅
医
療
等
推
進
協
議
会
を

設
置
す
る
た
め
の
『
本
庄
市
在
宅

医
療
等
推
進
協
議
会
条
例
』、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億
１
、
３

５
３
万
５
千
円
を
追
加
し
、
２
７

３
億
９
、
５
０
３
万
１
千
円
と
す

る
『
平
成
25
年
度
本
庄
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）』
な
ど

30
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
条
例
の
制
定
、

補
正
予
算
な
ど
21
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
、
決
算
認
定
関

係
９
議
案
を
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
と
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

市
有
地
売
却
の
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す

平成26年度体育施設利用団体年間登録の受付を開始します

　市では、体育施設を年間を通して定期的に利用する団体を募集します。年間登録をした団体は、利用予約を
優先して受けることができます。
利用期間　平成26年４月～平成27年３月
登録資格　 市内在住・在勤・在学者で構成する10人以上の団体で、監督者として成人２人以上が含まれ、年

間を通して活動する団体。（学校体育施設では、営利を目的とする団体の登録は不可）
申　　込　 11月30日㈯までに登録用紙（受付場所で配布）を提出のうえ、平成26年１月に開催予定の団体登

録利用者説明会に出席してください。

★体育課☎㉕１１５２

（※）印の施設は、夜間照明の利用も受け付けます。なお、申込受け付けは、体育課（市役所４階）でも行って
います。（土・日・休日を除く）

受付場所 利用施設

シルクドーム
☎㉕５６７７

シルクドーム、市民球場（※）、本庄総合公園多目的グラウ
ンド、北泉テニスコート、本庄地域の各小中学校の体育館（本
庄東中学校・本庄南中学校の武道場）及びグラウンドの一
部（※）

エ コ ー ピ ア
☎73３８１５

エコーピア、児玉工業団地遊水池内グラウンド、児玉総合運動
公園グラウンド（※）、共栄公園テニスコート（※）、児玉地域
の各小中学校の体育館（児玉中学校の武道場）及びグラウ
ンドの一部（※）

武 道 館
☎㉔７１８１

武道館、弓道場、若泉グラウンド及びテニスコート（※）

市 民 体 育 館
☎㉔４６５７

市民体育館、河川敷グラウンド（山王堂・下仁手）

案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

①
本
庄
都
市
計
画

対
象　

市
内
在
住
者
及
び
利
害
関

係
人

②
児
玉
都
市
計
画

対
象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
在
住
者

及
び
利
害
関
係
人

《
①
②
共
通
》

提
出
方
法　

12
月
６
日
㈮
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
直
接
又
は
郵
送

（
必
着
）

提
出
先
（
左
記
の
い
ず
れ
か
へ
）

・
本
庄
市
都
市
計
画
課　

〒
３
６

７―

８
５
０
１
（
所
在
地
記
入

不
要
）

・
埼
玉
県
都
市
計
画
課　

〒
３
３

０―

９
３
０
１
（
所
在
地
記
入

不
要
）

・
本
庄
県
土
整
備
事
務
所　

〒
３

６
７―

０
０
３
１　

北
堀
８
１

８―

１

※
埼
玉
県
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。
届

出
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
、
埼
玉
県

都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

★ 

埼
玉
県
都
市
計
画
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

５
３
４
１
、
市
都
市

計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

売
却
す
る
土
地　

旧
本
庄
上
里
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地

地
番　

下
野
堂
字
開
拓
６
０
８
番

１
他

面
積　

５
、
７
５
４
・
８
３
㎡

用
途
地
域
等　

市
街
化
区
域
内　

工
業
地
域
（
建
ぺ
い
率
60
％
・

容
積
率
２
０
０
％
）

入
札
参
加
申
込
（
必
須
）

　

11
月
11
日
㈪
か
ら
13
日
㈬
ま
で

に
、
財
政
課
（
市
役
所
３
階
）

へ
入
札
・
開
札
日
時

 

11
月
14
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
〜

※
入
札
前
ま
で
に
、
入
札
保
証
金

の
支
払
い
が
必
要
で
す
。

※
入
札
締
め
切
り
後
、
直
ち
に
開

札
し
ま
す
。

入
札
・
開
札
場
所　

　

市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

落
札
者
の
決
定
方
法

　

市
の
定
め
た
予
定
価
格
以
上
で
、

最
も
高
い
価
格
の
入
札
者
を
落

札
者
と
し
ま
す
。

※
入
札
参
加
要
領
、
入
札
参
加
申

込
書
な
ど
の
関
係
書
類
は
、
財
政

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
財
政
課
☎
㉕
１
１
６
５

従業員（給与所得者）
①普通徴収（給与所得者が自分で納付）が認めら
れる人
・４月１日現在で給与の支払を受けていない人
・給与の支給期間について１月を超える期間とし
ている人
・パート・アルバイトなどで、年間の給与所得が
市町村条例で定める均等割非課税基準所得以下
の人など
②当面、普通徴収を認める人（以下の給与所得者）
・他から支給される給与から個人住民税が特別徴
収されている人
・毎月の給与支払額が少なく、個人住民税を特別
徴収しきれない人
・給与が毎月支給されていない（不定期受給）人
・専従者給与が支給されている人
・退職者又は給与支払報告書を提出した年の５月
31日までの退職予定者
事業主（給与支払者）
①普通徴収が認められる人
・常時２人以下の家事使用人のみに対して給与等
の支払をする人
②当面、普通徴収を認める人（以下の給与支払者）
・総受給者数（他市町村を含む全給与受給者）が
２人以下の事業所（総受給者数とは事業所全体
の受給者。ただし、上記給与所得者の要件に該
当するため、普通徴収を認める人を除く人数。）
など

特別徴収の例外 　

原
則
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
全
て
の
給
与
支
払
者
を
特
別

徴
収
義
務
者
に
指
定
し
ま
す
。
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　＝行事案内　　　＝会員募集募行
みなさんの情報交換の場

★ 12月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。11月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは11月15日㈮必着です。

２歳の誕生日お
めでとう。いつ
も元気な愛永く
ん、明るく丈夫
な子どもに育っ
てね。

祝１歳！今は
高い所へ登るこ
とに夢中のみは
る。すくすく育
つ姿を見守って
るよ☆

おてんばで食い
しん坊のあかり
ん１歳おめで
とう♪これから
も元気に育って
ね☆

１歳おめでとう!!
かわいい笑顔に
みんなメロメロ
だよこれから
も元気に育って
ね。

緑のカーテンのコンテストを開催しました

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
本
庄
２
丁
目
の
松
本
な
み
さ

ん（
大
正
２
年
９
月
18
日
生
ま
れ
）

に
、吉
田
市
長
か
ら
お
祝
い
の「
寿

状
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

で
ん
ご
ん
広
場
の
掲
載
希
望
や

掲
載
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報
課

（
☎
㉕
１
１
５
５
）
へ

　

９
月
22
日
、
若
泉
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
全
労
済
カ
ッ
プ
争

奪
第
38
回
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
小
学
生
軟
式
野
球
交
流
大
会
の

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
、
児
玉
少

年
野
球
が
初
優
勝
を
果
た
し
、
県

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

児
玉
少
年
野
球
は
、８
月
３
日
・

４
日
に
行
わ
れ
た
平
成
25
年
度
上

武
大
会
、
９
月
23
日
・
29
日
に
行

わ
れ
た
平
成
25
年
度
上
里
交
流
大

会
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

児
玉
少
年
野
球
の
み
な
さ
ん

　本庄市茶道連合会　秋の茶会
日時　11月10日㈰
　　　午前９時～午後３時　
場所　埼玉グランドホテル本庄
費用　2,000円
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　本田☎338049

FINEエアロビックclub　
日程　毎週月・水・金曜日　
場所　エコーピア
費用　入会金　1,000円
　　　月会費　3,000円　
　　　施設費（年間）2,000円
※赤ちゃん（親子で参加）から中
学生まで、４クラスで活動してい
ます。ぜひ体験に来てください。
問い合わせ　田島☎090-5308-2627

　第31回本庄市児玉郡合唱祭
日時　11月24日㈰　
　　　正午～午後４時30分　
場所　本庄市民文化会館
費用　無料
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　小浦方☎㉔2210

でんごん広場 県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学
生
軟
式
野
球
交
流
大
会

（
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
）ほ
か
２
大
会
で
優
勝

行

　市では、家庭や職場で夏の省エネ対策を推進するため、「緑
のカーテンで電気ダイエットコンテスト」を開催しました。

　７件の応募写真は、９
月30日から10月４日ま
で市役所で展示しました。
　みなさんも来年、緑の
カーテンにチャレンジし
てみませんか。
★エコタウン推進室☎㉕
　１２４９

再任された人権擁護委員を紹介します

　９月30日に任期
満了となった人権擁
護委員に、丸山久夫
氏、永尾斎二氏が
10月１日付で法務
大臣から委嘱され、
再任されました。

平成25年度
本庄市人権教育研究集会を

開催します
　今年度の本庄市人権
教育研究集会は、アル
ピニストとして活躍さ
れている、野口健さん
をお迎えして講演会を
開催します。  
　みなさんのご来場を
お待ちしています。
※手話通訳があります。なお、未就学児
の入場はできません。
日時　11月22日㈮
　開場　午後６時30分
　講演　午後７時～８時45分
場所　本庄市民文化会館
※お車の乗り合わせや、徒歩等でのご来
場にご協力をお願いします。
テ ーマ　「あきらめないこと、それが冒
険だ～富士山から日本を変える～」

入場料　無料　
★市民活動推進課☎㉕１１１８

行

募

今月の納税納付［納期限：12月２日㈪］

・国民健康保険税　５期 ・下水道負担金　　　　　３期
・介護保険料　　　５期 ・後期高齢者医療保険料　５期
　口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

市税夜間収納窓口のお知らせ

日時　11月５日㈫・12月５日㈭　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　　収納課　☎㉕１１２０
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課税務係　　　　　　
　　　　　　　　　　　　☎72１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を、
総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合からの配
分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

５日㈫・11日㈪・18日㈪・25日㈪・12月２日㈪・９日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

５日㈫・11日㈪・18日㈪・25日㈪・12月２日㈪・９日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

11月１日㈮～４日㉁、13日㈬～18日㈪

　先の戦争において亡くなられた市内出身
1,370余柱の冥福を祈る戦没者追悼式が10
月17日、市民文化会館で挙行されました。
　追悼式では、ご遺族をはじめ関係者によ
る追悼の辞、献花など戦没者に哀悼と敬意
の意をささげ、恒久平和への祈念を行いま
した。

本庄市戦没者追悼式

江
え

口
ぐち

みはるちゃん〈１歳〉
（東台１丁目）

西
にし

田
だ

　彩
あか

莉
り

ちゃん〈１歳〉
（西富田）

３歳おめでとう！
電車の名前をた
くさん覚えまし
た。お姉ちゃん
と仲良くね！

松
まつもと

本　悠
ゆう

雅
が

ちゃん〈３歳〉
（児玉町長沖）

小
こ

林
ばやし

　輝
あき

翔
と

ちゃん〈１歳〉
（南１丁目）

３歳おめでとう!!
いつも元気一杯
のののちゃん。
あなたの笑顔が
大好きありが
とう!!

鈴
すず

木
き

野
の

乃
の

佳
か

ちゃん〈３歳〉
（銀座３丁目）

吉
よしおか

岡　愛
あい

永
と

ちゃん〈２歳〉
（西五十子）

受賞したみなさん

永尾 斎二 氏
（児玉町児玉）

丸山 久夫 氏
（児玉町高関）

野口 健 さん



（
広
告
）

（
広
告
）
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本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

「人の健康、都市の健康」

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
実
施

（
広
告
）

（
広
告
）

　

本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

申
請
受
付
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

浄
化
槽
法
に
よ
り
、
浄
化
槽
を

設
置
し
て
い
る
人
は
次
の
定
期
的

な
維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
清
掃
（
年
１
回
以
上
）

・ 

保
守
点
検
（
浄
化
槽
の
処
理
方

式
や
規
模
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
回
数
）

・
法
定
検
査
（
年
１
回
）

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
４

　

12
月
１
日
を
基
準
日
に
、
住
ま

い
と
生
活
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、

全
国
で
平
成
25
年
住
生
活
総
合
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
す
る
地
域
は
、
全
国
か
ら

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
ま
す
。
お
住

ま
い
の
地
域
が
調
査
対
象
に
な
っ

た
際
は
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月
中

旬
に
か
け
、
埼
玉
県
知
事
が
発
行

し
た
写
真
付
身
分
証（
調
査
員
証
）

を
携
帯
す
る
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容

は
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

平
成
25
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

防
火
標
語
（
平
成
25
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語
）

　
『
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

期
間　

11
月
９
日
㈯
〜
15
日
㈮

重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

② 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

③ 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進

⑤
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
〜
３
つ
の
習
慣
、
４
つ

の
対
策
〜

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

○ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

本
庄
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

は
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、「
本
庄
市
青
少
年
健
全
育
成

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日 

時　

11
月
30
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜

会
場　

セ
ル
デ
ィ

参
加
費　

無
料

内
容

○ 

地
域
活
動
発
表
（
児
玉
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
）

○
青
少
年
の
主
張
発
表
・
表
彰
式

○ 

青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者

表
彰
式

○ 

青
少
年
・
青
少
年
育
成
者
等
功

労
表
彰
式

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８
・

Ｆ

㉓
１
６
７
７

日 

時　
11
月
30
日
㈯　
午
前
11
時
〜

正
午

対 

象　

幼
児
（
３
歳
以
上
）・
小
学

生
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
徒
歩
又

は
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

用 

意　

は
し
、
お
わ
ん
（
割
れ
に

く
い
も
の
）

申 

込　

11
月
16
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
も
ち
つ
き
大
会
当
日
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

｢

本
庄
市
青
少
年
健
全
育
成
の

つ
ど
い
」
を
開
催

　

４
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
舟

を
編
む
」
を
上
映
し
ま
す
。

　

辞
書
（
舟
）
を
編
集
（
編
む
）

す
る
人
た
ち
の
感
動
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
見
て
い
な
い
人
、
も
う
一

度
見
た
い
人
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
７
日
㈯

　

１
回
目　

午
前
10
時
〜

　

２
回
目　

午
後
２
時
〜

※
そ
れ
ぞ
れ
開
始
30
分
前
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

会
場　

セ
ル
デ
ィ

定
員　

６
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
８
８
５
１

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ

い
も
ち
つ
き
＆
焼
い
も
大
会
」

を
開
催

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
多

く
の
人
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

設
定
し
、
専
用
相
談
電
話
に
よ
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
程　

11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

セ
ル
デ
ィ
シ
ア
タ
ー
を
開
催

本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助
金
、

申
請
受
付
の
終
了
に
つ
い
て

時 

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で
（
23
日
㈷
及
び
24
日

㈰
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）

相 

談
電
話　

☎
０
５
７
０―

０
７

０―

８
１
０

相 

談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★ 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
☎
０
４
８―

８
５
９―

３

５
０
７

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
を

４
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

○ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
た
か

　

平
成
20
年
６
月
か
ら
児
玉
郡
市

内
の
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
設
置
が
必
要
と
な
る

の
は
寝
室
で
す
。
ま
た
、
寝
室
が

２
階
な
ど
に
あ
る
場
合
は
階
段
に

も
設
置
が
必
要
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、
防
災

設
備
の
取
扱
店
等
で
購
入
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
消
防

本
部
（
署
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
も
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
72
４
６
５
４

～お詫びと訂正～
　広報ほんじょう10
月号26ページの豪華
絢爛！秋を彩る山車
まつりの写真注釈に
誤りがありました。
ここにお詫びし、訂
正します。
誤　新町の山車
正　新町の屋台
★秘書広報課☎㉕1155

　先日、諏訪中央病院名誉院長の鎌田實先生のお話
しを聞く機会がありました。地域医療に長い間かか
わり、東日本大震災の被災地においても精力的に支
援活動をされている人です。
　講演内容は「健康」について考えさせられるもの
でした。健康といっても、病気をしないとか長寿で
あるということ（もちろんそれは大事ですが）だけ
でなく、もっと言えば病気の人や重い介護状態の人
にも、その人なりの「健康」があるはず、つまり「生
きがい」のある人生こそ健康な人生といえるのでは
ないかとのお話しでした。
　講演は「都市の健康」という話にも及びました。
都市の健康のキーワードは、まさに「生きがい」と、
人を結びつける「絆」であるというのです。
　興味深かったのは、「セロトニン」と、「オキシト
シン」という二つの「幸せホルモン」の話です。セ
ロトニンはおいしい食べ物や美しい風景、芸術など

に感動することで体内に分泌される、自分自身の幸
福感を感じるホルモンです。日頃からちょっとした
ことに感動することで分泌されやすくなるセロトニ
ンは、今や100万人とも言われるうつ病の治療や予
防にも効果があるそうです。
　オキシトシンは赤ちゃんにお乳をあげている母親
の脳内に分泌され、炎症を抑え、ストレスを緩和し、
その人の生きる力となるホルモンですが、実は子育
て中の母親だけでなく、人間が他人の役に立とうと
している時にも分泌されることが分かってきたそう
です。つまり相手の身になることは結果として自分
自身に活力を与えることになる、そのメカニズムが
このオキシトシンによって説明できる、ということ
でしょうか。
　感動を大切に、相手を思いやり支えあう、それが
また人々の生きる力を生み出す、そんな生きがいの
ある健康な本庄市を、みんなで創って行きたいですね。

催　

し

お
知
ら
せ



（
広
告
）

（
広
告
）

平成25年11月1日号 1819

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、
企

業
の
次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
実
務
担
当
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ク
レ
ー
ム
を
企
業
の
味
方
に
つ
け
、

業
績
ア
ッ
プ
に
導
く
方
策
を
習
得
す

る
機
会
と
し
て
、
当
研
修
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日 

時　

12
月
３
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
45
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
意
識

の
改
革
、
ク
レ
ー
ム
へ
の
基
本

的
な
対
応
法
や
交
渉
法
な
ど
に

つ
い
て
、
演
習
を
交
え
て
習
得

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

６
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

11
月
26
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
関
東

信
越
税
理
士
会
本
庄
支
部
と
共
催

で
融
資
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

時　
11
月
15
日
㈮　
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　

本
庄
商
工
会
議
所

内 

容　
「
こ
く
き
ん
」
融
資
制
度

の
案
内
、
融
資
の
申
し
込
み
及

び
相
談
（
資
金
繰
り
の
ご
相
談

か
ら
ご
融
資
の
仮
見
通
し
判
断

な
ど
）

融
資
利
率
（
固
定
金
利
）

・ 

運
転
資
金　

０
・
55
％
〜
３
・

80
％

・ 

設
備
資
金　

０
・
15
％
〜
３
・

90
％

※
相
談
の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費
用　

無
料

用 

意　

確
定
申
告
書
及
び
決
算
書

２
期
分
、社
判
、印
鑑
な
ど
（
予

約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

＊ 

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

本
庄
商
工
会
議
所
☎
㉒
５
２
４

１
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊

谷
支
店
（
国
民
事
業
）
☎
０
４

８―
５
２
１―

２
７
３
１

　

養
護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
は
、

養
護
者
の
介
護
負
担
が
主
な
要
因
で

す
。
高
齢
者
虐
待
の「
関
係
性
の
病
」

と
い
え
る
部
分
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
12
月
１
日
㈰　
午
後
２
時
〜

５
時

　

受
付　

午
後
１
時
40
分

会 
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講 

師　

松
下　

年
子　

氏
（
横
浜

市
立
大
学
医
学
研
究
科
看
護
学
専

攻
・
医
学
部
看
護
学
科　
教
授
）

演 

題　
高
齢
者
虐
待
の
背
景
に
あ
る

共
依
存

定 

員　

１
０
０
人
程
度（
多
数
の
場

合
抽
選
）

費
用　

無
料

申 

込　

11
月
26
日
㈫
ま
で
に
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電
話

番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

　

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
で
は
、

次
の
内
容
で
第
７
回
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

県
民
の
日
水
循
環
セ
ン
タ
ー

探
検
ツ
ア
ー（
下
水
道
施
設
見

学
会
）
を
開
催

　

下
水
道
施
設
の
探
検
と
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
で
ク
イ
ズ
に
挑
戦
！
処

理
場
の
見
学
や
ク
イ
ズ
を
行
い
ま

す
。
正
解
者
に
は
「
記
念
品
」
と

「
コ
バ
ト
ン
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
応
募
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
程　

11
月
17
日
㈰

時
間
（
開
始
10
分
前
集
合
）

・
１
回
目　

午
前
10
時

・
２
回
目　

午
前
11
時

・
３
回
目　

午
後
１
時
30
分

・
４
回
目　

午
後
２
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

県
民
の
日
協
賛
事
業
と
し
て
児

玉
郡
市
内
の
芸
能
団
体
を
一
堂
に

会
し
た
住
民
参
加
に
よ
る
祭
典
で

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日 

時　

11
月
10
日
㈰　

午
前
９
時

45
分
〜
午
後
４
時
15
分

会
場　

市
民
文
化
会
館

★ 

ふ
れ
あ
い
芸
能
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
㉑
７
６
８
８

公
民
館
長（
非
常
勤
）を
募
集

　

本
庄
特
別
支
援
学
校
で
は
、
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で

発
表
し
た
り
、
作
品
の
展
示
、
バ

ザ
ー
を
行
う
「
ハ
ー
ト
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
遊
び
の
広
場

や
本
校
児
童
生
徒
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
発
表
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

日 

時　

11
月
30
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分

内
容

・ 

ス
テ
ー
ジ
発
表
（
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分
）

・ 

作
品
展
示
（
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分
）

・ 

バ
ザ
ー
（
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
）

・ 

遊
び
の
広
場（
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

本
庄
特
別
支
援
学
校
☎
㉔
３
７

４
７

　

市
内
の
公
民
館
を
管
理
運
営
す

る
と
と
も
に
、
公
民
館
を
拠
点
と

し
た
社
会
教
育
及
び
生
涯
学
習
の

事
業
を
企
画
・
実
施
す
る
公
民
館

長
（
非
常
勤
）
を
募
集
し
ま
す
。

応 

募
資
格　

65
歳
以
下
の
市
内
在

住
者
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
）
で
社
会
教
育
及
び
生
涯
学

習
に
積
極
的
に
活
動
で
き
、
所

定
の
日
時
に
勤
務
で
き
る
人

募
集
人
数　

７
人

任 

期　

平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成

28
年
３
月
ま
で

申 

込　

11
月
20
日
㈬
か
ら
12
月
20

日
㈮
ま
で
の
間
に
所
定
の
書
類

（
応
募
用
紙
と
応
募
作
文
）
を

　

歯
と
口
を
鍛
え
て
、
い
つ
ま
で

も
口
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ

と
を
め
ざ
す
口
腔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
体
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
曙
自
治
会
館
会
場

日
程　

11
月
14
日
㈭

②
四
季
の
里
自
治
会
館

日
程　

11
月
21
日
㈭

《
①
②
共
通
》

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
自
治
会
館
は
駐
車
場
が

な
い
た
め
、
徒
歩
等
で
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

★ 

口
腔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
☎
０
８
０―

９
５
７

３―

２
７
９
６
、
介
護
い
き
が

い
課
☎
㉕
１
１
２
７

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集

○
一
般
採
用
試
験

試
験
日　

平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

受 

付
期
間　

平
成
26
年
１
月
10
日

㈮
ま
で

応 

募
資
格　

日
本
国
籍
で
平
成
26

年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上

17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒

業
者
（
卒
業
見
込
含
む
）

募 

集
人
員　

未
定
（
平
成
24
年
度

は
２
６
０
人
）

○
推
薦
採
用
試
験

試 

験
日　

平
成
26
年
１
月
11
日
㈯

か
ら
13
日
㈷
ま
で
の
指
定
す
る

日
受 

付
期
間　

平
成
26
年
12
月
６
日

㈮
ま
で

応 

募
資
格　

一
般
試
験
同
様
及
び

中
学
校
長
又
は
中
等
教
育
学
校

長
が
推
薦
で
き
る
人

募 

集
人
員　

未
定
（
平
成
24
年
度

は
60
人
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

お
知
ら
せ

日 

程　

11
月
30
日
㈯
、
12
月
１
日

㈰
場 

所　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

★ 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５

「
ふ
れ
あ
い
芸
能
ま
つ
り
」
を

開
催

「
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修
」
〜
本

質
を
知
り
、
迅
速
な
対
応
を
心

が
け
、顧
客
か
ら
の
更
な
る
信
頼

を
獲
得
〜
を
開
催

「
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
」
講
演
会
を
開
催

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
第
７
回

文
化
祭
を
開
催

会
場　

市
民
文
化
会
館

※
16
日
㈯
は
囲
碁
と
茶
道
の
実
演

を
、
17
日
㈰
は
将
棋
と
茶
道
の
実

演
を
行
い
ま
す
。

★ 

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
事
務

局
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
㉒
２

７
９
８

日程 時間 内容
11月
16日㈯

作品展示
午前９時～午後５時

短歌、俳句、万葉集、
絵画、書道、盆栽、
華道、古美術、美術刀
剣、写真、手芸、演劇

17日㈰ 作品展示
午前９時～午後４時
記念式典
午前11時30分～正午
舞台発表
午前10時～午後４時

民踊、郷土芸能、民謡、
吟詠、日舞、ダンス

年
末
融
資
相
談
会
（
一
日
公

庫
）
の
ご
案
内

場 

所　

小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
東
五
十
子
３
８
２
の
１
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
埼
玉
県
下
水
道
公
社

小
山
川
支
所
☎
㉑
７
９
９
７
・

Ｆ

㉕
６
８
３
１

本
庄
特
別
支
援
学
校
第
34
回

「
ハ
ー
ト
ま
つ
り
」（
学
習
発

表
会
）
を
開
催

作
成
し
て
中
央
公
民
館
又
は
セ

ル
デ
ィ
へ
持
参

※
募
集
要
領
等
は
、
中
央
公
民
館

及
び
セ
ル
デ
ィ
で
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
採
否
は
文
書
で
通
知
し
ま

す
。

★ 

生
涯
学
習
課
☎
㉒
２
７
９
８
・

Ｆ

㉓
１
６
７
７

「
口
腔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
講

習
会
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

埼玉県マスコット
「コバトン」

募　

集
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日
時　
12
月
22
日
㈰　
午
前
10
時
〜

会
場　

児
玉
ス
カ
イ
ボ
ー
ル

内 

容　

１
ゲ
ー
ム
相
当
の
指
導
及

び
２
ゲ
ー
ム
の
大
会
（
小
学
校

低
学
年
の
部
、
小
学
校
高
学
年

の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の

部
）

※
小
学
生
は
ガ
ー
タ
ー
な
し
の
バ

ン
パ
ー
レ
ー
ン
を
使
用
予
定
。小
・

中
学
生
に
は
、
参
加
賞
及
び
大
会

の
表
彰
が
あ
り
ま
す
。

対 

象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住

者
※
初
心
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
貸
靴
代
無

料
）

講
師　

日
本
体
育
協
会
公
認
コ
ー

チ
・
連
盟
指
導
員

申 

込　

11
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
冬
季

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
兼
小
・
中
学

生
大
会
」
を
開
催

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
12
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

※
年
内
最
終
日
は
12
月
27
日
㈮
、

年
始
は
１
月
７
日
㈫
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、 
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
は
じ
め
て
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
教
室

日 

時　
（
①
又
は
②
を
選
択
）

　

①
11
月
25
日
㈪

　

②
12
月
２
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

講
師　

岡
部　

明
美　

先
生

内 

容　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
製

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
（
ワ
イ
ヤ
ー
が
切

れ
る
も
の
）

申 

込　

11
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
72
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会

　

お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、

１
月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
。）

日
時　
11
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

◆
秋
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室

日
時　

11
月
29
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

場
所　

児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
児

玉
支
部

内
容　

黒
酢
を
使
っ
た
酢
豚
、
サ

ツ
マ
イ
モ
と
里
芋
の
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ
な
ど
、
旬
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
５
品
を
作
る

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
室

内
用
上
履
き
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
15
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室
①

〜
お
正
月
用
鏡
餅
作
り
〜

日
時　
12
月
３
日
㈫　
午
前
10
時
〜

本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

◆
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
教
室

日
時　

12
月
５
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
野　

幸
恵　

先
生

内
容　

コ
ラ
ー
ジ
ュ
技
法
や
ア
イ

デ
ア
を
生
か
し
た
は
が
き
カ
ー

ド
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

鉛
筆
、
は
さ
み
、
消
し
ゴ

ム
、ボ
ン
ド
、両
面
テ
ー
プ
（
５

㎜
幅
）

申
込　

11
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

正
午

講
師　

青
木　

京
子　

先
生

内
容　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
か
わ
い

い
鏡
餅
を
作
製

※
希
望
者
は
、
費
用
別
途
で
門
松

も
作
れ
ま
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円
（
門
松
作

製
希
望
者
は
、別
途
８
０
０
円
）

申
込　

11
月
19
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室
②

〜
来
年
の
干
支
「
午
」
作
り
〜

日
時　
12
月
10
日
㈫　
午
前
10
時
〜

正
午

講
師　

青
木　

京
子　

先
生

内
容　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
来
年
の

干
支
「
午
」
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円

申
込　

11
月
26
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会
（
展
示
の

部
）

　

普
段
活
動
し
て
い
る
会
員
の
力

作
を
展
示
し
ま
す
。
景
品
や
お
茶

な
ど
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
10
日

㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
日
の
出

児
童
セ
ン
タ
ー
、
本
庄
東
高
等
学

校
（
来
賓
・
来
校
者
駐
車
場
）、

本
庄
東
小
学
校
が
利
用
で
き
ま
す
。

◆
男
の
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　

11
月
24
日
㈰
・
12
月
８
日

㈰　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
午

後
１
時

講
師　

吉
田　

浩　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
０
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容

器
申
込　

11
月
６
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
歩
い
て
発
見
健
康
づ
く
り

「
文
化
財
巡
り
・
落
葉
で
欅
ホ
ル

ダ
ー
作
り
」
〜
本
庄
市
の
再
発
見

と
健
康
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
〜

日
時　

11
月
21
日
㈭（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

集
合
・
解
散　

本
庄
公
民
館

内
容　

本
庄
公
民
館
周
辺
（
約
４

㎞
）

講
師　

新
井　

光
夫　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
、
帽
子
、
飲
み
物
、
雨
具
、

昼
食

申
込　

11
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

◆
ク
リ
ス
マ
ス
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時　

11
月
20
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

佐
々
木　

朱
美　

先
生

内
容　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
レ
ン

ジ
を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

は
さ
み
（
ワ
イ
ヤ
ー
が
切

れ
る
も
の
）、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
楽
し
い
歌
唱
教
室

日
時　

11
月
15
日
㈮
・
22
日
㈮

　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
講
師　

小
浦
方　

美
知
枝　

先
生
、

庄　

規
子　

先
生

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

内
容　

伴
奏
に
合
わ
せ
て
懐
か
し

い
歌
（
童
謡
・
唱
歌
・
流
行
歌

な
ど
）
を
歌
う

申
込　

11
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
教
室

日
時　

12
月
６
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　

郷
土
の
料
理
と
手
打
ち
う

ど
ん
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

11
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
指
圧
教
室

日
時　

11
月
27
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

安
原　

克
彦　

先
生
（
東

日
本
療
術
師
協
会
会
員
・
整
体

師
）

内
容　

筋
肉
・
リ
ン
パ
・
血
流
を

活
性
化
し
、
疲
れ
や
痛
み
に
効

く
指
圧
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
基
本

を
学
ぶ

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
汗
拭
き

用
タ
オ
ル
、
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込　

11
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ゆ
ず
茶
（
ジ
ャ
ム
）
作
り
教
室

日
時　

11
月
26
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

講
師　

山
田　
美
智
子　
先
生（
管

理
栄
養
士
）

内
容　

藤
田
産
の
ゆ
ず
で
ゆ
ず
茶

（
ジ
ャ
ム
）
や
、
ゆ
ず
の
ヨ
ー

グ
ル
ト
ム
ー
ス
等
を
作
る

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

11
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
絵
手
紙
教
室

日
時　

12
月
９
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

中
野　

幸
恵　

先
生

内
容　

誰
で
も
描
け
る
型
紙
で
、

年
賀
切
手
の
図
案
に
も
な
っ
た

「
忍
び
駒
」
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
技

法
も
使
い
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

水
入
れ
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ

ム
、
ボ
ン
ド
、
は
さ
み

申
込　

11
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
発
酵
食
品
シ
リ
ー
ズ
〜
手
造
り

米
麹
教
室

日
時
（
全
２
回
）

１
回
目　

12
月
11
日
㈬　

午
後
１

時
〜
４
時

２
回
目　

12
月
13
日
㈮　

午
前
９

時
〜
10
時

講
師　

藤
田
味
噌
作
り
会
会
員

内
容　

地
場
産
米
で
塩
麹
１
・
３

㎏
相
当
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

11
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

日
時　

11
月
21
日
か
ら
12
月
12
日

ま
で
の
木
曜
日　

全
４
回　

午

前
10
時
〜
正
午

講
師　

椙
田　

晴
美　

先
生

内
容　

ア
ッ
プ
リ
ケ
や
刺
し
ゅ
う

を
入
れ
た
カ
ン
ト
リ
ー
調
の

ソ
ー
イ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

定
規
（
50
㎝
と
20
㎝
）、

は
さ
み
（
紙
用
と
布
用
）、
裁

縫
用
具
、
鉛
筆

申
込　

11
月
７
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

ス
ポ
ー
ツ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

公
民
館
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仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

◆
お
正
月
料
理
教
室

日
時　

12
月
10
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容

器
申
込　

11
月
25
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
正
月
用
リ
ー
ス
作
り
教
室

日
時　

12
月
３
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室
（
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
）

日
時　

11
月
19
日
㈫　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

青
木　

京
子　

先
生

内
容　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
か
わ
い

い
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
（
ブ
ッ

シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル
）
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、５
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込　

11
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

★
本
館

日
時　
11
月
９
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内
容　
「
秋
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
本
や
紙
芝
居

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
11
月
９
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
こ
と
ば
あ
そ
び
」を
テ
ー

マ
と
し
た
お
は
な
し

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　
11
月
16
日
㈯　
午
後
２
時
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　

日
本
の
昔
ば
な
し
「
こ
ぶ

日
時　

11
月
７
日
㈭
・
12
月
５
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

人
類
史
か
ら
読
む
『
古
事
記
』
の 

神
話　

石
川
三
四
郎
『
古
事
記

神
話
の
新
研
究
』（
１
９
２
１
│

１
９
５
０
）
の
継
承
発
展
の
た

め
に 

岡 

三
郎 

著

カ
レ
ー
の
歴
史

 

コ
リ
ー
ン
・
テ
イ
ラ
ー
・
セ
ン 

著

絵
本
の
魔
法 

司 

修 

著

こ
ん
な
に
も
優
し
い
、
世
界
の
終

わ
り
か
た 

市
川 

拓
司 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
読
む
本

 

山
田 

真 

著

タ
イ
ヨ
オ　

 

梅
田 

俊
作
／
佳
子 

作
・
絵

庭
師
の
娘

 

ジ
ー
ク
リ
ー
ト
・
ラ
ウ
ベ 

作

漢
字
か
ら
み
た
日
本
語
の
歴
史

 

今
野 

真
二 

著

★
今
月
の
一
般
図
書

と
っ
て
お
き
の
幽
霊

 

赤
川 

次
郎 

著

水
を
抱
く 

石
田 

衣
良 

著

と
も
え 

諸
田 

玲
子 

著

飛
べ
！
ダ
コ
タ

 

石
坂 

智
惠
美 

著

昭
和
の
犬 

姫
野 

カ
オ
ル
コ 

著

ゼ
ツ
メ
ツ
少
年 

重
松 

清 

著

今
日
も
日
暮
里 

 

片
岡 

鶴
太
郎 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

め
ざ
せ
！
給
食
甲
子
園

 

こ
う
や
ま 

の
り
お 

著

わ
く
わ
く
す
る
こ
と
わ
ざ

 

学
研
教
育
出
版

へ
ん
し
ん
レ
ス
ト
ラ
ン

 

あ
き
や
ま 
た
だ
し 

作
・
絵

ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
し
ん
ゆ
う

 

あ
だ
ち 
な
み 
絵

こ
く
ば
ん
く
ま
さ
ん
つ
き
へ
い
く

 

マ
ー
サ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー 
作

お
な
ら
バ
ス
の
た
ー
む
く
ん

 

さ
さ
き 

み
お 

作
・
絵

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

◆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
パ
ン
作
り

教
室

日
時　

12
月
20
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師　

中
央
公
民
館
職
員

内
容　

素
敵
で
お
い
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
パ
ン
を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

講
師　

松
田　

由
紀
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

は
さ
み
、
ボ
ン
ド

申
込　

11
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　

12
月
５
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

井
上　

典
昭　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日　３日㈷ （祝日休館日）
　　　　23日㈷（祝日休館日）
　　　　30日㈯ (館内整理日）
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

と
り
爺
さ
ん
」
ほ
か

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

ち
い
さ
い
こ
の
お
は
な
し
会

（
児
玉
分
館
）

日
時　

11
月
13
日
㈬
・
12
月
11
日

㈬　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　

児
玉
分
館　

親
子
よ
み
き

か
せ
コ
ー
ナ
ー

対
象　

０
歳
か
ら
６
歳
く
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
、
手
遊
び
な
ど

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
秋
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
〜
紅

茶
教
室
〜

日
時　
11
月
20
日
㈬　
午
後
２
時
〜

４
時

講
師　

新
井　

和
美　

先
生
、
上

野　

昌
美　

先
生
（
紅
茶
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

内
容　

お
い
し
い
紅
茶
の
い
れ
方

を
学
び
な
が
ら
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ス
イ
ー
ツ
で
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

を
楽
し
む

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日
時　

12
月
11
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

場
所　

本
庄
ガ
ス
㈱
キ
ッ
チ
ン
ス

タ
ジ
オ

講
師　

関　

和
五
郎　

先
生

内
容　

お
い
し
い
ケ
ー
キ
作
り
の

ポ
イ
ン
ト
を
プ
ロ
の
職
人
に
学

ぶ
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容

器
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
正
月
お
せ
ち
料
理
教
室

日
時　

12
月
12
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　

家
庭
で
手
軽
に
で
き
る
お

せ
ち
料
理
（
５
品
位
）
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容

器
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
19
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

◆
共
和
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発
表

会
　

日
頃
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
程　

11
月
17
日
㈰

展
示
発
表　

午
前
９
時
〜
午
後
３

時
舞
台
発
表　

午
前
10
時
〜
午
後
２

時
◆
キ
レ
イ
で
お
い
し
い
デ
コ
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日
程　

11
月
27
日
㈬

時
間　
（
①
又
は
②
を
選
択
）

　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

今
村　

悦
子　

先
生

定
員　

各
９
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
三
角
巾

申
込　

11
月
９
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

◆
本
格
的
な
正
月
用
松
竹
梅
寄
せ

植
え
教
室

日
時　
12
月
６
日
㈮　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

岩
崎　

栄
司　

先
生

内
容　

お
正
月
飾
り
に
ふ
さ
わ
し

い
「
松
竹
梅
や
南
天
」
の
高
級

な
寄
せ
植
え
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

用
意　

軍
手
又
は
ゴ
ム
手
袋

申
込　

11
月
19
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

「秋の図書館まつり」を開催します

講師プロフィール：昭和４年、児玉郡藤田村大字牧西（現在、本庄市牧西）
生まれ。昭和17年、県立本庄中学校入学、昭和22年、青山学院英文科入
学、昭和27年、青山学院大学大学院入学、県立本庄高校非常勤講師（英語
担当）、昭和31年、東京大学大学院人文科学研究科（比較文学・比較文化
専攻）入学、昭和33年、青山学院大学文学部専任助手、昭和34年、同大
学文学部英米文学科専任講師、のち助教授を経て教授、昭和63年、「夏目
漱石研究」２巻で文学博士の学位を授与、平成10年、定年退職、同大学名
誉教授、現在に至る。英語、ラテン語、ギリシャ語に精通。

～石川三四郎の資料を展示しています～
　日時　11月12日㈫～17日㈰　午前10時～午後４時
　場所　本館２階
　石川三四郎は本庄市出身のアナーキストであり社会思想家です。明治35
年、記者として万朝報社入社以来、堺利彦、幸徳秋水、木下尚江、内村鑑三、
田中正造、福田英子、荒畑寒村等と運動を共にしながら、論説者・発行者・
編集者として活躍しました。三四郎が残した月刊「ディナミック」他の資
料は、消却や散出が激しく、残存資料が少ない時代の資料として、また、明
治・大正・昭和のアナキズムの流れを知るうえでの重要な資料となってい
ます。海外脱出をした三四郎が出会った、カーペンター、ポール・ルクリュ、
エリゼ・ルクリュ他、学者、知識人との交流の記録も日本では数少ない貴
重な資料です。
　三四郎の思想形成に深い影響を与えた資料を展示していますので、ぜひ
ご来館ください。

文芸講演会
　日時　11月17日㈰　午後２時
　場所　本館３階第２読書室
　内容　「石川三四郎の思想入門」
　　　　21世紀のものの考え方
　講師　岡　三郎氏



環境推進課☎㉕1172
環境産業課☎721334

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

交
通
安
全

�
�
�
�
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夕暮れどき午後４時点灯

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ニコニコタイム」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

11月６日㈬ 作って遊ぼうころころボール（先着15人） どうぶつヨーヨーをつくろう 飴袋をつくろう

11月13日㈬ 「てんとうむし」（絵本と工作） リトミック（講師：小川豊子先生）誕生会と「うたのミニミニこんさーと」

11月20日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） 誕生会とマグネットシアター 折り紙あそび

11月27日㈬ シールあそび クリスマス製作 「てんとうむし」（絵本と工作）

12月４日㈬ 未定 ママサロン（本庄子育てネット） クリスマス製作

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。
　なお、児玉つどいの広場の駐車場につきましては、できるだけ「児玉中学
校南側駐車場」をご利用くださいますようお願いいたします。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（休日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集

団指導室 

（11月～12月上旬）

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
11
月
〜
12
月
）

行 政 11月21日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０法 律

11月６日㈬・13日㈬・27日㈬　午後１時～４時
◎12月の相談日
　　　　　12月４日㈬・11日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　12月18日㈬・25日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 11月20日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順）

不 動 産 11月８日㈮・12月13日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 11月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 11月12日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
※11月13日㈬はお休みです。

市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
11月12日㈫　午後１時～４時　 セルディ１階 小会議室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８
11月26日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

11月18日㈪・12月２日㈪　午後１時～４時 セルディ１階 小会議室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み 11月８日㈮・22日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週第１・３・４水曜日　午前９時30分～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談センター職員 熊谷地方庁舎

※前日までの予約制
県民相談総合センター

☎048－830－7830
法 律 毎月第１・３・４水曜日

午後１時～４時　相談員＝弁護士

日　程 内　容 会　場
11月１日㈮ ミニ運動会 前原児童センター

11月18日㈪ ミニ運動会 日の出児童センター

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）
時間　午前10時～11時30分
協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」
※お気軽にお越しください。
　事前の申し込みは不要です。

※ 本庄子育てネットの「ママサロン」は、11月５日㈫・12日㈫・19日㈫・26日㈫・12月３日㈫・12月
10日㈫にも子育て支援センター（いずみ保育所内☎㉒4891）で開催されます。時間は午前10時30分か
ら11時30分です。

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

日　　程 時　　間 回収場所等 問合わせ先
11月３日㈷

午前９～11時 児玉中学校南側駐車場
ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）

12月１日㈰

11月17日㈰
午前９～11時

市役所
午後１～ ３時

11月９日㈯ 午前９～11時 本庄南公民館 佐久間さんち ☎㉒９３００

11月20日㈬ 随時受付 就労継続支援Ｂ型事業所
｢佐久間さんち｣（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

～ごみ収集車での火災が多発しています～
　使い捨てライターやスプレー缶に可燃性ガスが残っていると、積み込んだ
際に火花が引火し、火災になる危険があります。
　ライターはガスを抜き可燃ごみに、スプレー缶は穴をあけ、金属部分を資
源ごみに出してください。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

11月１日から

 夕暮れ時 早めのライト点灯運動

◆死亡事故は！…夕暮れ時が最も多い
　　　　　　　　　　　　（午後４時～６時の薄暮時）
◆負傷事故は！…通勤・通学時間帯が多い
　　　　　　　　　　　　（午前８時～10時と午後４時～６時の薄暮時）
◆交差点（付近含む）での死傷者は全体の約60％





注意!!

※各種相談は予約制
※12月の相談予約は、11月20日㈬から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日

自転車も
早めのライト！

反射材をつけてね
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相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

11月21日㈭・12月19日㈭
午前９時30分～ 11時
※11月21日㈭は、児玉保健
センターで実施。

定員あり
各実施月の１日から本
庄市保健センターへ
（※電話による育児相談
は随時受け付けていま
す。）母乳相談 母乳に関する相談 12月19日㈭

午前９時30分～ 11時

お
や
親
タ
マ
ゴ

はじめて生活
withベビー

母乳について、お風呂の入れ
方の実習など

11月９日㈯
午前９時30分～正午

定員あり（随時受付）プレママ’ｓ
キッチン 栄養士の講話、調理実習 12月10日㈫

午前９時30分～正午

マタニティ美
ビ

クス ストレッチ、有酸素運動など 平成26年１月６日㈪
午前10時～正午

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

歯
周
病
と

　
　

歯
周
病
検
診
に
つ
い
て

　

歯
周
病
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

感
染
経
路
に
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

①
抵
抗
力
が
低
下
し
た
と
き
に
も

と
も
と
口
腔
内
に
す
ん
で
い
た
細

菌
に
感
染
し
、発
症
す
る
場
合（
日

和
見
感
染
）。

②
本
来
健
康
な
人
に
は
存
在
し
な

い
細
菌
が
、
人
か
ら
人
へ
と
感
染

し
、
発
症
す
る
場
合
。

※
あ
る
種
の
歯
周
病
原
因
菌
は
、

思
春
期
に
親
か
ら
感
染
し
ま
す
。

ま
た
、
別
の
種
類
で
は
、
感
染
す

る
の
に
十
数
年
の
接
触
が
必
要
と

な
る
菌
も
あ
り
、
夫
婦
間
の
感
染

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
全

体
で
の
治
療
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」
が
大

切
で
す
。「
セ
ル
フ
ケ
ア
」
と
は

家
庭
で
の
歯
磨
き
を
中
心
と
し
た

口
の
健
康
管
理
の
こ
と
で
す
。
歯

周
病
か
ら
歯
を
守
る
た
め
に
は
毎

日
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
基
本
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
磨
き
残
し
て
し

ま
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
プ
ロ
ケ
ア
」
が
重
要

に
な
り
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。「
プ
ロ
ケ
ア
」
と
は
、
歯
科

医
院
で
の
継
続
的
な
管
理
の
こ
と

で
す
。
半
年
か
ら
１
年
の
間
に
、

１
度
は
歯
科
医
院
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
読
ま
れ
て
「
自
分
は

歯
科
医
院
で
定
期
検
診
を
し
て
い

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
人
は
安

心
で
す
。
し
か
し
、「
今
は
歯
に
痛

み
が
出
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
人
は
心
配
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
歯
周
病
は
ほ
と
ん
ど
痛
み
が

な
く
進
行
し
、
重
症
化
し
て
初
め

て
病
状
が
出
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、「
歯
科
医
院
は
怖
い
」、

「
歯
科
治
療
は
痛
い
」、「
機
械
の

音
が
嫌
い
」、「
治
療
を
途
中
で
や

め
た
の
で
行
き
に
く
い
」、「
定
期

検
診
の
お
知
ら
せ
が
来
た
け
ど
、

日
数
が
経
っ
て
し
ま
い
、
行
き
に

く
い
」
な
ど
と
思
わ
れ
る
人
が
多

く
い
ま
す
。
な
か
な
か
歯
科
医
院

を
受
診
す
る
勇
気
が
出
な
い
、
そ

ん
な
人
た
ち
の
背
中
を
押
し
て
く

れ
る
の
が
市
の
検
診
で
す
。
市
で

は
、
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳
の
人
を
対
象
に
無
料
で
歯
周

疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
８

月
号
23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）
対
象
の
受
診
希
望
者
は
、

事
前
に
指
定
歯
科
医
院
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　

無
料
検
診
の
対
象
で
な
い
人
は
、

こ
の
文
章
が
そ
っ
と
背
中
を
押
す

こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分からです。

みんなのけんこうガイド

乳
が
ん･

子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）
を
実
施
し
ま
す

〜
12
月
９
日
㈪
か
ら
予
約
開
始
〜

検診名（集団検診） 日程 受付時間 会場

乳がん検診のみ
平成26年１月８日㈬

午後１時～２時
※申し込みの予約番
号順で受付を行いま
す。

本庄市保健センター
平成26年１月17日㈮

乳がん・子宮頸がん検診

平成26年１月９日㈭ 児玉保健センター

平成26年１月16日㈭
本庄市保健センター

平成26年１月30日㈭

対
象
（
集
団
検
診
）

子 

宮
頸
が
ん
検
診　

20
歳
以
上
の

市
内
在
住
の
女
性
（
平
成
６
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

乳 

が
ん
検
診　

30
歳
以
上
の
市
内

在
住
の
女
性
（
昭
和
59
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

定
員　

各
回
90
人
（
先
着
順
）

料 

金

　

子
宮
頸
が
ん 

６
５
０
円

　

乳
が
ん
（
視
触
診
）
５
０
０
円

　

 

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
６
０
０
円

用 

意　

受
診
券
、
検
診
料
、
バ
ス

タ
オ
ル
（
乳
が
ん
検
診
を
受
診

す
る
人
）

※
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
乳

が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け

た
人
は
、
同
じ
年
度
中
に
再
度
受

診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申 

込　

12
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
〜
個
別
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
〜

　

市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
個
別

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
す
る
際
に
は
、
医
療
機
関
へ

事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
（
個
別
検
診
）

子 

宮
頸
が
ん
検
診　

20
歳
以
上
の

市
内
在
住
の
女
性
（
平
成
６
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

乳 

が
ん
検
診　

40
歳
以
上
の
市
内

在
住
の
女
性
（
昭
和
49
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

実 

施
期
間　

平
成
26
年
３
月
31
日

㈪
ま
で

場
所　

市
内
の
指
定
医
療
機
関

料
金

　

子
宮
頸
が
ん　

１
、
３
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　

１
、
６
０
０
円

※
が
ん
検
診
の
受
診
券
は
４
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。
受
診
券
が

届
い
て
い
な
い
人
で
受
診
希
望
者

は
、
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
〜

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
は
、
平
成
25
年
度
中
に
21
・

26
・
31
・
36
・
41
歳
に
な
る
人
、

乳
が
ん
検
診
は
41
・
46
・
51
・
56
・

61
歳
に
な
る
人
を
対
象
に
５
月
に

郵
送
し
ま
し
た
。
有
効
期
限
は
、

平
成
26
年
３
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
７
価
（
７
種
類
）
の
肺

炎
球
菌
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
に
は
、

13
価
（
13
種
類
）
の
肺
炎
球
菌
の

成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
接
種
は
13
価
ワ
ク
チ
ン

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
７

価
ワ
ク
チ
ン
で
接
種
を
開
始
し
て

い
る
場
合
、
残
り
の
接
種
回
数
分

は
13
価
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
と
な

り
ま
す
。

※
接
種
間
隔
と
回
数
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

★ 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

０
０
３

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

が
11
月
１
日
か
ら
切
り
替
わ

り
ま
し
た

歯
周
病
と
は

ど
の
よ
う
に
し
て
歯
周
病
を
予
防

し
て
い
く
の
か
？

自
分
は
大
丈
夫
と
い
う
人
に
！

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢＃8000｣
　休日や夜間の子どもの急病時にご利用
ください。県内であれば、プッシュ回線
の電話や携帯電話から「＃8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただ
し、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

11月３日㈷ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎㉒２０４８
11月４日㉁ 黒岩整形外科医院 上里町七本木 ☎34０５５１
11月10日㈰ 小林クリニック 朝日町２丁目 ☎㉓３３７１
11月17日㈰ 恵南クリニック 見福２丁目 ☎㉔０００８
11月23日㈷ したら眼科クリニック 上里町金久保 ☎33８３３３
11月24日㈰ 本庄皮膚科形成外科医院 銀座３丁目 ☎㉒３２３３
12月１日㈰ 児玉清水クリニック 児玉町児玉 ☎72７５４３
12月８日㈰ 鈴 木 外 科 病 院 児玉町八幡山 ☎72１２３５

医

療

�
�

本
庄
市
児
玉
郡
歯
科
医
師
会
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ホ
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ム
ペ
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※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　9月29日、市役所で「新しい市内交通サー
ビス出発式」を開催しました。出発式では、
10月から運行を開始したはにぽん号・もと
いずみ号・はにぽんシャトルの愛称命名者
への表彰状授与や、試乗を行いました。
　はにぽん号・もといずみ号・はにぽんシャ
トルで使用するワゴン車は、車椅子対応車
両です。自分で乗車するか、介護者がいれば、
車椅子で利用できます。
　新しい市内交通サービスについては、企
画課（☎㉕1157）へお問い合わせください。

新しい市内交通サービス

が始まりました

読みやすいユニバーサルデザイン文字

　10月14日、「スポレ
クフェスタ2013」を
開催しました。
　参加したみなさんは、
午前中に分散会場で色
々な運動を体験・見学
し、午後はメイン会場
のシルクドームで競技
やクイズ大会を楽しみ
ました。

10/14
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